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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

・児童の発達段階に合わせて、用具や材料の提示の仕方、使い方の指導を工夫することにより、ほと

んどの児童が主体的に活動に取り組み、各学年に応じた知識・技能を身につけることができた。 

・手や体全体を働かせて材料や用具にかかわりながら表したいことを見付け、つくりだす喜びを味わ

うことができた。 

 

（２）課題 

・発想が思い浮かばないことや、失敗をすることへの不安から、課題によっては活動がなかなか進め

られない児童もいる。 

・自分なりの活動の見通しがもてないことにより、課題（活動）が時間内に終えられない児童がいる。 

  

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・のりやはさみの使い方、粘土

の扱い方など、基本的な道具

の使い方を身に付けさせるた

めに、繰り返し活動に取り入

れながら技能の定着を図って

いく。 

・題材によっては、イメージを

ふくらませることができず手

が止まってしまう児童もいる

ため、発想したことを自分な

りに形にしたり表現したりす

る経験を積み重ねる。 

・児童が「自分もできそう」

「やってみたい」と思える

題材の提示や分かりやす

い導入を行うようにする。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・児童が様々な材料や用具を使え

るようにするため、表現方法を

試しながら活動ができるように

する。 

・児童が、自分の表したいことから

さらに発想や見方や感じ方を広

げることができるよう、活動の

流れや、発想の広げ方について

指導する。 

・児童が学習のねらいに向け

て活動を深めることができ

るよう、活動の導入時に分

かりやすく伝えるようにす

る。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・これまでの経験を生かしつつ、

材料や用具を自分の表現した

いように活用することができる

よう、材料・用具の特徴やよさ

について気付けるように指導を

行う。 

・これからも、自分や友達の考えは

大切にしていけるよう指導してい

くとともに、形や色、材料の特徴

や、構成の美しさなどの視点を提

示したり、児童から意見を出させ

たりし、活動をより深めることが

できるよう指導する 

・児童が、自分の思いを大切にし

ながら、それぞれの違いを認め

合い、自分の表現をより豊かに

していくことができるよう、互い

の作品のよさを認めたり、自分

の活動を振り返ったりする機会

を設ける。 

 


